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ABSTRAK 

 
Dea Puspitasari. 2026. Tindak Tutur Permintaan dan Bentuk Responsnya dalam 
Film Bullet Train Explosion. Skripsi. Prodi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas 
Bahasa dan Seni. Universitas Negeri Jakarta. 
 
Penelitian ini bertujuan untuk (1) mendeskripsikan bentuk dan strategi permintaan 
serta (2) mendeskripsikan bentuk respons terhadap tuturan permintaan pada film 
Bullet Train Explosion. Bentuk tindak tutur permintaan dianalisis berdasarkan 
klasifikasi bentuk tuturan permintaan oleh Okamoto (1992). Strategi permintaan 
dianalisis berdasarkan teori Blum-Kulka dan Olshtain (1984). Kemudian, bentuk 
respons dianalisis berdasarkan Li (2004) dan klasifikasi respons positif dan 
negatif oleh Harvey dan Smith (1977). Penelitian ini menggunakan metode 
deskriptif kualitatif dengan 27 data dalam film Bullet Train Explosion. Hasil 
penelitian ini menemukan strategi mood derivable dengan bentuk kalimat 
imperatif (4 data) dan dengan bentuk kalimat imperatif sopan (8 data), strategi 
references to preparatory conditions dengan bentuk kalimat interogatif afirmatif 
(3 data) dan kalimat interogatif negatif (2 data), strategi suggestory formulae (1 
data), serta strategi strong hints dengan bentuk kalimat deklaratif (4 data) dan 
dengan bentuk kalimat interogatif (1 data). Strategi mood derivable dengan 
kalimat imperatif sopan paling banyak mendapat respons positif berupa 
penerimaan (5 data). Sementara itu, respons negatif berupa penolakan lebih 
banyak didapatkan pada strategi references to preparatory conditions (4 data), 
suggestory formulae (1 data), dan strong hints (2 data). Temuan ini berhubungan 
dengan kecenderungan konteks pada film Bullet Train Explosion yang 
menunjukkan situasi mendesak dan tidak kondusif, sehingga dalam penyampaian 
permintaan diharapkan dapat segera dipahami dan mendapat respons dari mitra 
tutur. Dengan demikian, temuan penelitian ini menunjukkan bahwa pemilihan 
bentuk dan strategi permintaan serta respons dipengaruhi oleh situasi, konteks, 
dan hubungan sosial antara penutur dan mitra tutur.   
 
Kata Kunci : Bentuk Tuturan, Film Bullet Train Explosion, Respons, Strategi 
Permintaan, Tindak Tutur Permintaan. 
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ABSTRACT 

 
Dea Puspitasari. 2026. Request Speech Act and The Response in the Film Bullet 
Train Explosion. Undergraduate Thesis. Japanese Language Education Study 
Program. Faculty of Language and Arts. Universitas Negeri Jakarta. 
 
This study aims to (1) examine the forms of request speech acts and request 
strategies and (2) examine the forms of response to request utterances in the film 
Bullet Train Explosion. The forms of request speech acts were analysed based on 
Okamoto’s (1992) classification of request utterances. Request strategies were 
analysed based on the theory of Blum-Kulka and Olshtain (1984). Furthermore, 
response forms were analysed based on Li (2004) and the classification of positive 
and nega tive responses by Harvey and Smith (1977). This study employed a 
qualitative descriptive method, utilising 27 data from the film Bullet Train 
Explosion. This study found the use of the mood derivable strategy with 
imperative sentences (4 data) and polite imperative sentences (8 data), the 
references to preparatory conditions strategy with affirmative interrogative 
sentences (3 data) and negative interrogative sentences (2 data), the suggestory 
formulae strategy (1 data), strong hints strategy using declarative sentences (4 
data), and interrogative sentences (1 data). The mood derivable strategy with 
polite imperative sentences is the most positive response with acceptance form (5 
data). Meanwhile, negative response with refusal form more frequently found in 
references to preparatory conditions strategy (4 data), suggestory formulae 
strategy (1 data) and strong hints strategy (2 data). These findings are associated 
with the predominant contextual  in film Bullet Train Explosion, which portray 
urgent situations, leading speakers to formulate requests that are expected to be 
understood immediately and responded. Furthermore, these findings of this study 
reaffirm that the choice of request strategies in determined by the situation, 
context, and social relationship between the speaker and the addressee. 
 
Keywords : Film Bullet Train Explosion, Request Strategy, Request Speech Acts, 
Response, Sentences Form. 
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要旨 

 

​本研究は、『Bullet Train Explosion』映画における（1）依頼表現の形態と戦略、
および（2）依頼発話に対する応答の形態を明らかにすることを目的とする。依頼
発話の形式は Okamoto（1992）の依頼発話形式の分類に基づいて分析し、依頼
方略は Blum-Kulka and Olshtain（1984）の理論に基づいて分析した。また、応答
形式については、Li（2004）の断り方略および Harvey and Smith（1977）による肯
定的応答・否定的応答の分類に基づいて分析した。本研究では記述的質的研
究法を用い、映画『Bullet Train Explosion』から収集した27件のデータを分析対
象とした。分析の結果、依頼方略として、Mood derivable は命令文（4件）および
丁寧な命令文（8件）、References to preparatory conditions は肯定疑問文（3件）
および否定疑問文（2件）、Suggestory formulae は1件、Strong hints は平叙文（4
件）および疑問文（1件）が確認された。また、Mood derivable のうち丁寧な命令
文は、受諾という肯定的応答が最も多く（5件）確認された。一方、否定的応答で
ある断りは、References to preparatory conditions（4件）、Suggestory formulae（1
件）、および strong hints（2件）に多く見られた。これらの結果は、映画『Bullet 
Train Explosion』において、切迫した状況や混乱した状況が多く描かれていると
いう文脈的特徴と関連している。このような状況では、依頼内容が相手に速やか
に理解され、即時の応答が得られることが求められるためである。以上のことか
ら、本研究は、依頼発話の形式および方略の選択、ならびにそれに対する応答
は、場面、文脈、および話し手と聞き手との社会的関係によって影響を受けるこ
とを明らかにした。 

キーワード : 依頼、依頼表現、依頼のストラテジー、応答、『Bullet Train 
Explosion』の映画 
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『Bullet Train Explosion』の映画における依頼の言語行為と応答の形式 

 

ジャカルタ国立大学 

Dea Puspitasari 

deapuspt99@gmail.com 

 

概要 

 

A.​ はじめに 

依頼とは、何かを得たり、ある行動を引き出したりすることを目的として、

自身の願望や願いを伝える行為を指す。Blum-KulkaとOlshtain（1984）によ

ると依頼とは対話相手の自由を侵害し、強制的な圧力をかける可能性のあ

る行為であると述べている。日本語で、Gong（2015）によると依頼の意味に

ついて、依頼は協力するかどうかはあくまでも被依頼者の判断によるものな

ので、被依頼者にはそれを断り権限を持っていると理解してよかろう述べて

いる。さらに、岡本（1992)によると依頼は対話相手に断る余地を与える一方

で、対話相手に不公平感を抱かせ、断ることができないと感じさせる可能性

もあると述べている。したがって、日本語で、表現の選び方や依頼のストラテ

ジーに配慮することが必要となる。 

岡本 (1992) および正宗(2000)は、多様な依頼表現を分類している。本

研究では、日本語における依頼表現の使用を、、Blum-KulkaとOlshtain（

1984）によると依頼の明確度の分類理論および依頼のストラテジーと関連付

けた。分類は、直接の依頼、慣習的な間接の依頼、非慣習的な間接の依頼

の3つのレベルに分類される。Blum-KulkaとOlshtain（1984）も、依頼のストラ

テジーを9つのタイプに分類しており、その中には命令文を使用　Mood 

Derivable　ストラテジー、パフォーマンス的文の使用　Explicit Performative

　ストラテジー、願望分の使用　Want Statement　ストラテジー、義務の強調　

Locution Derivable　ストラテジー、能力の疑問文も使用　References to 

Preparatory Conditions　ストラテジー、提案を表す分の使用　Suggestory 
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Formulae　ストラテジー、強い指示の使用　Strong Hints　ストラテジー、およ

び弱い指示の使用　Mild Hints　ストラテジーである。 

本研究では、依頼のストラテジーの使用と応答のけ形式との関連につい

ても考察している。これは、日本社会において依頼に対する応答の形式が

多様であり、曖昧さを示すことも少なくないという事実に基づいている。依頼

を断り応答で、日本人のコミュニケーション文化では、「いいえ」と直接に言う

ことを避ける傾向がある。同様に、依頼の承諾も、直接的な承諾のサインが

多い、間接的に承諾を示す応答の形式も存在する（Li, 2004）。応答に関す

る研究において、HarveyとSmith（1977）は応答を肯定的応答と否定的応答

の2つの形式に分類した。一方、Li（2004) 依頼に対する応答を承諾と断りの

2つの形式に分類した。 

 

B.​ 問題提供 

研究の背景に基づき、本研究の問題提供は以下の通りである： 

1.​ 『Bullet Train Explosion』の映画における依頼の言語行為と依頼

のストラテジーはどうであろうか。 

2.​ 『Bullet Train Explosion』の映画における依頼に対する応答はどう

であろうか。 

 

      C. 研究方法 

本研究は、記述的分析を用いた質的調査である。データ収集方法として

は観察と記録を使用し、分析方法としては決定要因の抽出を用いた。分析

は、依頼表現の特定を通じて行われた。その後、依頼表現を依頼の明確度

と関連付けた。その依頼表現や文脈に基づいて、依頼のストラテジーを分析

する。次に、応答の分析は、承諾と断り、および肯定的な応答と否定的な応

答な表現を特定するを通じて行われる。 

 

       D. 研究結果の分析 

次では、『Bullet Train Explosion』の映画における依頼のストラテジーと応

答の形式を分析した表である。以下に、分析結果の一部を示す。 
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表1 データストラテジーの説明と依頼に対する応答の形式 

番号 依頼と応答 依頼の言
語行為 

依頼のストラテ
ジー 応答の形式 

1. 男性の乗客 : いつも見てます。サインしてください。 
 
等々力 : ああ、どうも。 

(9.25 - 9.28) 

 
直接依頼 

Mood 
derivable,  
丁寧な命令文 

積極的承諾の肯
定的応答 

2. 男の学生の乗客 : あとインスタ交換してください。 
 
呑屋 : この端末にインスタは対応しておりません。 

(15.08 - 15.13) 

Mood 
derivable,  
丁寧な命令文 

配慮である無標 
(直接)断 り表現の
否定的応答 

3. 高市 : 皆さんどうか席に戻ってださい。おねがいしま
す、すいません、おねがいします。 
 
乗客 : はいはい... 

(24.11 - 24.15) 

Explicit 
performative,  
「願う」の表現  

消極的承諾の肯
定的応答 

4. 青い : 私にいてね。 
 
柚木 : (黙って、青いの手を握る) 

(31.38 - 31.40) 

Mood 
derivable,  
命令文 

積極的承諾の肯
定的応答 

5. 福田 : ニット新聞福田です。個人の集金サイトが立ち
上がりましたが、いまだ政府の対応は発表されていま
せん。考えをお聞かせてください。 
 
茂 : 集金サイトの存在は報道等により承知しております
が、テロリストの要求には応じないという政府の方針と
合致しておらず、サイトの閉鎖要求も含め検討しており
ます。 

(39.28 - 39.53) 

Mood 
derivable,  
丁寧な命令文 

積極的承諾の肯
定的応答 

6. 等々力 : 皆さんエキサイティングなショーのサブスクだ
と思って、投げ銭お願いします。 
 
加賀美 : 等々力さん、冷静に状況を判断するべきじゃ
ないですか?1000億をテロリストの言うとおりに集め...バ
カげてる! 

(41.49 - 42.09) 

直接依頼 

Explicit 
performative,  
「願う」の表現  

有標の断り表の否
定的応答 

7. キンテキ : 解除料お願いしますね。 
 
後藤 : 放せよ!　ダメ! 

(44.06 - 44.12) 

Explicit 
performative,  
「願う」の表現  

無標の断り表現の
否定的応答 

8. 後藤 : 俺は降りるんだ! 頼む! 押して!そのボタン押して
くれ!頼む!早く! 
 
柚木 : (ボタンを押す) 

(44.55 - 45.06) 

Mood 
derivable,  
命令文 

積極的承諾の肯
定的応答 

xvii 



 

9. 高市 : どなたかお客様の中にお医者様はいらっしゃい
ませんでしょうか。いらっしゃいましたら、5号車デッキま
で越してください。 
 
女性乗客医師 : はい。 

(45.44 - 45.51) 

Mood 
derivable,  
丁寧な命令文 

積極的承諾の肯
定的応答 

10. 高市 : ガイド固定しました! よし送ってください。 
 
福岡 : カーゴ上げて、よし!高さそのまま 

(54.26 - 54.38) 

Mood 
derivable,  
丁寧な命令文 

積極的承諾の肯
定的応答 

11. 高市 : 篠原さん、お願いします。 
 
篠原 : はい。 

(56.04 - 56.17) 

Explicit 
performative,  
「願う」の表現  

積極的承諾の肯
定的応答 

12. 高市 : 篠原さん、お願いします。 
 
篠原 : よし。 

(56.15 - 56.17) 

直接依頼 

Explicit 
performative,  
「願う」の表現  

積極的承諾の肯
定的応答 

13. 加賀美 : 貸して。 
 
林 : はい。 

(1.05.44 - 1.05.48) 

Mood 
derivable,  
命令文 

積極的承諾 の肯
定的応答 

14. 後藤 : おまえ黙ってくれたまえ!　だいたいなあんな事
故このおまえが観光勧業規制されるそのため原因だ。 
 
加賀美 : 何でも政治性にしてなかせね! 

(1.07.15 - 1.08.03) 

Mood 
derivable,  
命令文 

有標非配慮の断り
表現 の否定的応
答 

15. 柚木 : 私を殺してください。 
 
市川 : それ以外で...もし小野寺さんに何か悩みがあっ
て誰かに打ち明けるだけで少しでも楽になれるなら... 

(1.33.30 - 1.33.49) 

Mood 
derivable,  
丁寧な命令文 

配慮である無標 
(直接)断 り表現の
否定的応答 

16. 柚木 : 何がしてるの?　やめてください。やめて...やめて
よ。生きてるしかくがない。 
 
高市 : (抱きしめ続ける) 

(1.44.30 - 1.44.35) 

Mood 
derivable,  
丁寧な命令文 

配慮である無標 
(直接)断 り表現の
否定的応答 

17. 林 : 先生、このエネルギー政策のくだり削除してもらえ
ませんか。 
 
加賀美 : ダメよ。エネルギー費の高騰で国民の関心の
高い今が支持を得る絶好の機会なんだから。 

(5.42 - 5.54) 慣習的な
間接の依
頼 

References to 
Preparatory 
Conditions, 否
定の疑問文 

無標 と有標の同時
使用の否定的応
答 

18. 青い : ああ、まじ疑問だが、黙ってくれない? 
 
柚木と青いの二人友人 : (笑う) 

(15.29 - 15.39) 

References to 
Preparatory 
Conditions, 否
定の疑問文 

非言語的断り表現
の否定的応答 
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19. 加賀美 : 政府がテロリストと交渉しないのは次のテロを
防ぐためです! ご自身の身勝手さを理解していただけ
ますか。 
 
等々力 : 原理原則の話は現場には無用です。 

(42.34 - 42.42) 

References to 
Preparatory 
Conditions, 肯
定の疑問文 

有標非配慮の断り
表現 の否定的応
答 

20. 等々力 : 止めたらどうです? 議員の力で... 
 
加賀美 : あなた行きなさいよ、男でしょ? 

(44.19 - 44.26) 

Suggestory 
Formulae, 肯
定の疑問文 

有標の断り表の否
定的応答 

21. 松本 : 高市さん、1つ お願いが手をマスコンから剥がし
てもらっていいですか? 
 
高市 : もちろん。 

(1.53.51 - 1.54.05) 

References to 
Preparatory 
Conditions, 肯
定の疑問文 

積極的承諾の肯
定的応答 

22. 加賀美 : 謝んなくていいから、緩衝材探すの手伝って
くれる? 
 
松本 : はい。 

(1.56.25 - 1.56.33) 

References to 
Preparatory 
Conditions, 肯
定の疑問文 

積極的承諾の肯
定的応答 

23. 男性の乗客 : こんなヤツ守んなくっていいんだよ。 
 
高市 : どんな方でも私にとってはお客様です。お客様
の安全をお守りするのが私の仕事です。 

(23.58 - 24.10) 

非慣習的
な間接の
依頼 

Strong hints 
平叙文 

配慮である無標 
(直接)断 り表現の
否定的応答 

24. 等々力 : すいません、ちょっとご相談だ... 
 
藤井 : あっ...はい 

(36.24 - 36.29) 

Strong hints 
平叙文 

消極的承諾の肯
定的応答 

25. 篠原さんの妻: あんた世間様のお役に立つときが来た
よ。電気工事士 探してるって 
 
篠原 : 電気工事士か.. 

(52.15 - 52.25) 

Strong hints 
平叙文 

消極的承諾の肯
定的応答 

26. 青い : 先生、柚木がいないです。 
 
市川 : え? 　いない?　いつから? 
 
青い : わかんないです。 

 
市川 : 先生見てくるから、皆ここにいて。 

( 1.06.31 - 1.06.44) 

Strong hints 
平叙文 

積極的承諾の肯
定的応答 

27. 等々力 : ねえ、どうするの行くから?　次の作戦なんかな
いの? 
 
高市 : こっちには何も。 

(1.14.37 - 1.14.40) 

Strong hints, 
疑問文 

無標の断り表現の
否定的応答 
  

xvii 



 

分析対象となった27件のデータは、直接依頼の言語行為、慣習的な間

接依頼の言語行為、および非慣習的な間接依頼の言語行為の3つに分類

された。直接依頼の言語行為においては、mood derivable　ストラテジーを

用いた命令文の形式が4件、丁寧な命令文の形式が8件確認され、また、

explicit perfomative　ストラテジーを用いた「願う」の表現の形式が4件確認さ

れた。慣習的な間接依頼の言語行為においては、references to preparatory 

conditions　ストラテジーが、肯定疑問文の形で3件、否定疑問文の形で2件

確認され、またsuggestory formulaeストラテジーが、肯定疑問文の形で1件確

認された。また、非慣習的な間接要請の言動においては、strong hintsという

戦略が、平叙文の形式で4件、疑問文の形式で1件使用されていた。 

確認された依頼の形式やストラテジーに基づくと、依頼表現の使用を示

すデータが23件あった。その依頼表現の使用例としては、「～てくれ」が1

件、「～て」が2件、「～てください」が7件、「～させてください」が1件、「お願

う」が4件、 「～てくれる」が1件、「～てくれたまえ」が1件、「～てくれない」が1

件、「～てもらえますか」が1件、「～てもらっていいですか」が1件、「～ていた

だきますか」が1件、および「～たらどうですか」が1件であった。 

本研究の分析結果によると、丁寧な命令文をMood derivableストラテジー

がより多く使用されている。『Bullet Train Explosion』の映画における命令文

を　mood derivable　ストラテジーは、「～てください」によって示されている。

このストラテジーの使用は、映画の文脈関連しており、同作では、差し迫った

状況、緊急事態、多く描かれている。丁寧な命令文という　mood derivable　

ストラテジーを使用直接依頼の言語行為は、9件のデータのうち6件で肯定

的な応答を得ている。丁寧な命令は異なり、命令文の　mood derivable　スト

ラテジーを使用直接依頼の言語行為は、4件のデータのうち1件という割合  

で、断りの応答されるのが比較的少ない傾向にある。この結果は、「～てく

れ」といった命令文が、話者に対して行動を促す効果をより強く及ぼすことを

裏付けている。 

　一方、『Bullet Train Explosion』に見られる、慣習的間接的依頼の言語行

為は、承諾よりも断りされる傾向にある。この結果は、より丁寧な文使用して

間接的に要請を伝えたとしても、その依頼が承諾という肯定的な応答が得ら

れるとは限らないことを裏付けている。間接的な依頼の言語行為は、相手へ

の圧力を最小限に抑えるため、相手が断る余地を残すことになる。したがっ
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て、依頼に対する応答の有効性や、話者の期待との適合性は、依頼の形式

やストラテジーの使用だけでなく、社会的文脈や依頼の内容といった要因に

よっても左右されることが明らかである。 

　本研究の結果は、先行研究といくつかの関連性を有している。本研究で

得られた知見は、AmaliaとHendar（2024）の研究結果を補完するものであ

る。AmaliaとHendar（2024）の研究では、間接的な断りは話し手が相手の気

持ちに配慮しながら伝えられることが明らかにされた。一方、本研究では、間

接的な断りは、依頼内容に対する怒りの表情や強い問いかけを伴う疑問文

によって表現される場合もあることが明らかになった。これは、Li（2004）の理

論に基づくものである。Li（2004）は、疑問文による断りは、受けた依頼の種

類に応じて、怒りの表出または相手に対する強い問いかけを示す場合があ

ると述べている。 

　依頼発話の形式という観点からも、Tanamas（2021）の研究結果を補完する

ものである。Tanamas（2021）の研究では、依頼発話の形式として、言語的指

標である「〜て」および「〜てください」のみが確認された。これは、Tanamas（

2021）の研究が依頼行為のみに焦点を当てるのではなく、直接的な指示的

発話行為全体を対象としていたことに起因すると考えられる。一方、本研究

では、より多様な依頼発話の形式が確認された。 

　以上のような先行研究との関連性および本研究で得られた知見に加え、

本研究にはいくつかの限界がある。本研究では、依頼方略として、want 

statement、locution derivable、hedged performative、ならびに mild hintsは確

認されなかった。また、Okamoto（1992）の発話形式に基づく分析において

も、本研究の対象では、希望表現、非難表現、および話し手の行動に関す

る表現による依頼発話は確認されなかった。 

　本研究において locution derivable が確認されなかった理由は、データの

抽出および絞り込みの過程において、発話の文脈、依頼発話の判断基準と

の適合性、ならびに発話形式を総合的に検討したためである。一方、

locution derivable は、義務を意味する発話形式を用いることによって、行為

の必要性を直接的に示す依頼方略である。日本語では、このような義務を

表す表現は、「〜なければならない」などの言語形式によって示される。しか

し、このような表現は、本研究で設定した依頼発話の分析対象には含まれな

いため、本研究では確認されなかった。 

 



 

　さらに、want statemen、hedged performative、mild hints、ならびに希望表

現、非難表現、および話し手の行動に関する表現が確認されなかったこと

も、本研究の対象である映画『Bullet Train Explosion』の場面設定や文脈に

起因すると考えられる。『Bullet Train Explosion』では、切迫した状況や緊急

事態、不安定な状況が数多く描かれており、高い緊急性を伴う場面が中心

となっている。そのため、依頼発話においては、相手に依頼内容を即座に

理解させることが優先され、依頼の意味を明確かつ直接的に伝える表現が

用いられる傾向が認められた。 

　 

E. まとめ 

本研究で得られた分析結果によると、丁寧な命令形の文型を用いた　

Mood Derivable　ストラテジーがより多く使用されていた。『Bullet Train 

Explosion』における丁寧な命令形の文型を用いた　Mood Derivable　ストラ

テジーは、「～てください」によって示されている。このストラテジーの使用傾

向は、『Bullet Train Explosion』の映画における文脈やス展開の傾向と関連

しており、同作では、差し迫った状況、緊急事態、好ましくない状況、および

階層的であり社会的親密さのない参加者間の関係がより多く描かれている。 

「～てください」や「～させてください」といった言語的標識によって示され

る、丁寧な命令文から　Mood Derivable　ストラテジーは、行動を直接指示

するために用いられる傾向がある。しかし、その使用にあたっては、話者と相

手との間の社会的関係が常に考慮されている。したがって、この知見は、直

接的に伝えられた依頼の意味の明確さが、依頼した話者の期待に沿った反

応が得られる傾向にも影響を与えることを裏付けている。 

一方、話者との社会的関係を維持しながら依頼を伝えることが主目的で

ある場合は、従来の間接的な依頼（References to Preparatory Conditions　

および　Suggestory Formulae　ストラテジー）の使用を検討することができ

る。本研究では否定的な反応が得られがちであったものの、従来の間接的

な依頼には、話者に対して要求を伝える際に強引さを最小限に抑えるという

機能がある。 
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